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を行い、インフルエンザ治療薬に対する耐性の獲得が判明しているアミノ酸変異について調べました（表2）。

市中流行株におけるAm耐性出現頻度はAH1N1型については2005/2006シーズンは9.8％でしたが、

2006/2007シーズンは45.5％と増加しました。AH3N2型については2004/2005シーズンは18.9％検出され、

2005/2006シーズンでは80.8％と急増し、2006/2007シーズンも68.3％と高い割合でした。NA耐性株につ

いては過去3シーズンのAH3N2型にはアミノ酸変異は認められませんでした。AH1N1型については

2005/2006シーズンの3.9％にアミノ酸変異が認められ、国立感染症研究所へ依頼した薬剤感受性試験で

もオセルタミビルに対し感受性の低下を示しました。2006/2007シーズンの分離株については既知のアミノ

酸変異は認められませんでした。 

 

表2 市中流行株における抗インフルエンザ薬に対する耐性率 

* Am アマンタジン  ** NA ノイラミニダーゼ 

 

【まとめ】 

2006/2007シーズンにおけるインフルエンザの流行は中規模なものであり、AH3N2型とB型ウイルスが主

流の混合流行でしたが、AH1N1型ウイルスも散発に分離されました。AH1N1型の抗原性状はワクチン株で

あるA/New Caledonia/20/99から変異した株が多く、系統樹解析では昨シーズン分離株と同じA/New 

Caledonia/20/99から進化したグループに位置していました。来シーズンのワクチン株であるA/Solomon 

Islands/3/2006も同じグループであることがわかりました。AH3N2型の抗原性状は今シーズンのワクチン株

であるA/広島/52/2005と類似した抗原性状を示し、系統樹解析では同一グループでした。B型ウイルスに

ついては昨シーズン同様Victoria系統のウイルスが分離され、今シーズンのワクチン株である

B/Malaysia/2506/2004と類似した抗原性状を示しました。系統樹解析でもB/Malaysia/2506/2004と同じグ

ループでした。 

抗インフルエンザ薬に対する耐性出現頻度はAm耐性ではAH3N2型で高い耐性率であり、AH1N1型も

約半数に増加していました。NA耐性についてはAH3N2型では認められませんでしたが、AH1N1型で確認

されました。WHOの調査でも2005/06シーズンのAH1型2.2％（178株中4株）にNA耐性アミノ酸変異が認め

られたとの報告があり、今後も動向を調査していく必要があると考えます。 

 

 

 
 

AH1N1型  A/Solomon Islands/3/2006 like virus 

AH3N2型  A/Wisconsin/67/2005 like virus（A/広島/52/2005 を含む） 

B 型  B/Malaysia/2506/2004 like virus 
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AH1N1型 AH3N2型 ウイルス型 

シーズン 
 

2004/2005 2005/2006 2006/2007 2004/2005 2005/2006 2006/2007

分離株数  0 51 11 53 73 63 

Am*耐性アミノ酸変異株  0 5 5 10 59 43 

Am耐性率  - 9.8% 45.5% 18.9% 80.8% 68.3% 

NA**耐性アミノ酸変異株  0 2 0 0 0 0 

NA耐性率  - 3.9% - - - - 

WHOの2007/2008シーズン推奨ワクチン株 


